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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、環状ヌクレオチドホスホジエステラーゼ（PDE）ファミリーおよびPDE1サブファミリーに属します。PDE1ファミリーのメンバーは、カルシウム-カルモジュリン複合体によって刺激されるカルモジュリン依存性PDEです。このPDEは、セカンドメッセンジャーであるcAMPとcGMPに対して二重特異性を有し、特にcGMPを基質として優先的に活性化します。cAMPとcGMPは、多くの重要な生理学的プロセスの重要な調節因子として機能します。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシングを受けた転写バリアントが報告されています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	PC-12（1）細胞溶解物に対するPDE1BマウスmAbを用いたウエスタンブロット分析。
	

	PDE1B マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した A549 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	DAB 染色による PDE1B マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト卵巣癌組織の免疫組織化学分析。
	

	PDE1B マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト直腸癌組織の免疫組織化学分析。

